
　

ジ
ャ
ズ
や
ロ
ッ
ク
音
楽
の
世
界
で
は
、
現
役

演
奏
家
が
過
去
の
偉
大
な
先
輩
に
敬
意
を
示

し
、そ
の
代
表
的
作
品
を
忠
実
に
復
元
し
た
か
、

も
し
く
は
全
く
異
な
る
演ア

レ

ン

ジ

奏
形
式
で
そ
の
魅
力

を
蘇
ら
せ
た
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
作
品
を
発
表
す
る

こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
歴
史
学
研
究
の
世
界

で
こ
う
し
た
試
み
は
、
滅
多
に
お
眼
に
か
か
れ

な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
先
行
研
究
を
踏
み
越
え
て

書
か
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
人
文
科
学

の
世
界
で
は
、
先
達
の
著
書
の
体
裁
を
復
元
す

る
か
、
あ
る
い
は
異
な
る
形
式
で
再
現
し
よ
う

な
ど
と
い
う
試
み
は
、
お
よ
そ
意
味
を
な
さ
な

い
か
ら
で
あ
る
。

　

本
書
は
斯
界
に
は
珍
し
い
、
例
外
的
な
特
徴

を
持
っ
た
書
物
で
あ
る
。
こ
こ
で
著
者
が
そ
の

魅
力
を
蘇
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
二
〇

世
紀
第
三
四
半
期
に
活
躍
し
た
、
我
が
国
き
っ

て
の
中
国
外
交
史
・
外
交
論
の
研
究
者
で
あ
っ

た
坂
野
正
高
教
授
の
遺
著
『
中
国
近
代
化
と
馬

建
忠
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
）
で
あ

る
。
同
書
は
、
李
鴻
章
の
幕
閣
と
し
て
清
仏
戦

争
期
か
ら
義
和
団
事
変
前
夜
に
到
る
ま
で
中
国

の
内
政
外
交
で
活
躍
し
た
、
馬
建
忠
の
代
表
的

論
説
を
取
り
上
げ
、
当
該
時
期
中
国
の
外
交
官

制
度
、海
軍
、鉄
道
建
設
、ア
ヘ
ン
貿
易
規
制
、

そ
し
て
西
洋
言
語
の
翻
訳
を
め
ぐ
る
彼
の
思
想

を
平
明
な
文
体
で
分
析
し
た
名
著
で
あ
る
。

　

坂
野
正
高
教
授
は
、
こ
の
他
に
も
外
交
論
、

清
末
の
中
国
政
治
外
交
史
に
関
す
る
古
典
的
な

研
究
書
や
翻
訳
書
を
残
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
に

感
銘
を
受
け
て
、
中
国
近
現
代
史
研
究
を
志
し

た
者
は
少
な
く
な
い
。
評
者
同
様
、
著
者
も
そ

の
一
人
で
あ
る
こ
と
は
、
本
書
あ
と
が
き
で
自

ら
記
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

　

著
者
は
日
本
国
内
で
利
用
可
能
な
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
文
献
史
料
を
駆
使
し
、
あ
る
い
は
自
身

の
研
究
成
果
を
含
む『
中
国
近
代
化
と
馬
建
忠
』

刊
行
後
の
学
界
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
、
馬
建

忠
の
生
涯
と
思
想
を
三
部
構
成
、
全
一
〇
章
か

ら
な
る
学
術
書
と
い
う
形
式
で
再
構
成
し
た
。

基
本
主
題
は
、
第
Ⅰ
部
「
フ
ラ
ン
ス
留
学
と
在

外
公
館
」、
第
Ⅱ
部
「
馬
建
忠
と
清
末
外
交
」、

第
Ⅲ
部
「
馬
建
忠
と
清
末
経
済
」、
と
い
う
三

つ
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
各
部
に
は
、
坂
野
教

授
が
考
察
対
象
と
し
た
論
説
を
含
む
馬
建
忠
の

論
説
の
全
訳
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
前
後

に
著
者
の
考
察
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

そ
の
ま
ま
、『
中
国
近
代
化
と
馬
建
忠
』
の
構

成
内
容
を
拡
大
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
坂
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ロ
ッ
パ
人
と
ア
ジ
ア
人
を
法
律
上
平
等
に
扱
う

こ
と
が
必
須
条
件
で
あ
る
と
い
う
主
張
を
表
明

し
た
。
上
野
の
主
張
は
、「
条
約
改
正
」
と
西

洋
国
民
国
家
の
一
員
と
な
る
こ
と
を
悲
願
と
し

て
い
た
日
本
の
主
張
を
反
映
し
た
も
の
だ
っ
た

と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
同
じ
治
外
法
権

制
度
が
施
行
さ
れ
、
当
然
そ
の
撤
廃
を
表
明
し

て
当
然
と
見
ら
れ
て
い
た
清
朝
政
府
は
、
日
本

と
は
対
照
的
な
消
極
的
な
発
言
し
か
し
な
か
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
郭
嵩
燾
が
用
意
し
、
会
議
で

秘
書
長
の
ジ
ェ
ン
ケ
ン
（H

. H
. Jencken

）
に

代
読
さ
せ
た
、「
清
朝
の
行
政
制
度
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
と
異
な
る
の
で
、
す
ぐ
に
は
国
際
法
を

適
用
で
き
な
い
」
と
い
う
講
演
内
容
は
、
日
本

の
積
極
的
な
姿
勢
と
は
正
反
対
で
あ
る
と
報
道

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
後
に
こ
の
事
件
を
知
っ
た

郭
嵩
燾
は
、
馬
建
忠
が
こ
の
出
来
事
を
自
分
に

報
告
し
な
か
っ
た
た
め
、
日
記
の
中
で
馬
建
忠

彼
を
軽
率
怠
慢
だ
と
批
判
し
て
い
た
（
本
書
第

二
章
二
一
～
二
四
頁
）。
著
者
に
よ
れ
ば
、
こ
の

二
人
の
上
司
の
馬
建
忠
に
対
す
る
評
定
は
、
生

前
に
は
決
し
て
公
開
さ
れ
る
は
ず
の
な
い
日
記

に
記
さ
れ
て
い
た
に
過
ぎ
ず
、
こ
の
こ
と
は
逆

考
を
先
に
読
み
、
そ
れ
か
ら
そ
の
史
料
的
根
拠

と
し
て
こ
れ
ら
書
翰
論
説
の
翻
訳
の
内
容
を
検

討
す
れ
ば
よ
い
。
ど
の
方
法
を
と
っ
て
も
、
洋

務
運
動
期
中
国
の
内
政
外
交
の
実
相
を
直
接
実

感
で
き
る
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
い
わ
ば
百
科

全
書
的
性
格
を
持
つ
「
何
で
も
書
い
て
あ
る
」

書
物
で
あ
る
。

　

著
者
が
、
坂
野
正
高
教
授
自
身
十
分
に
扱
え

な
か
っ
た
問
題
に
つ
い
て
新
た
な
知
見
を
も
た

ら
し
て
い
る
例
は
、
第
二
章
に
見
ら
れ
る
。
そ

れ
は
、坂
野
教
授
が
遺
著
の
中
で
言
及
さ
れ
た
、

駐
英
仏
兼
任
公
使
だ
っ
た
曾
紀
澤
が
日
記
の
中

に
記
し
て
い
た
馬
建
忠
に
対
す
る「
悪
口
」（『
中

国
近
代
化
と
馬
建
忠
』
四
一
～
四
二
頁
）
と
、
坂

野
教
授
が
十
分
活
用
で
き
な
か
っ
た
初
代
駐
英

仏
公
使
郭
嵩
燾
の
日
記
に
記
さ
れ
た
、
馬
建
忠

の
行
動
を
め
ぐ
る
考
察
で
あ
る
。

　

馬
建
忠
は
、
一
八
七
八
年
八
月
に
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
で
開
催
さ
れ
た
国
際
法
学
会
に
出
席
し

た
。
こ
の
会
議
の
席
上
で
、
イ
ギ
リ
ス
人
国
際

法
学
者
フ
リ
ー
ラ
ン
ド
（H

. W
. Freeland

）
と

日
本
の
上
野
景
範
駐
英
日
本
公
使
は
、
治
外

法
権
制
度
維
持
に
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ヨ
ー

野
教
授
が
生
前
自
ら
な
し
え
な
か
っ
た
こ
と
を

著
者
が
引
き
継
い
で
い
る
。
著
書
の
第
Ⅰ
部
、

第
Ⅱ
部
、
第
Ⅲ
部
の
扉
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
内
容

を
短
く
要
約
し
た
よ
う
な
エ
ピ
グ
ラ
ム
が
幾
つ

か
引
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
た
坂
野
正
高
教

授
の
他
の
著
作
（『
現
代
外
交
の
分
析
』『
近
代
中

国
政
治
外
交
史
―
―
ヴ
ァ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
か
ら
五

四
運
動
ま
で
』［
い
ず
れ
も
東
京
大
学
出
版
会
刊
行
］）

の
ス
タ
イ
ル
を
踏
襲
し
て
い
る
。
評
者
が
本
書

を
、
坂
野
正
高
教
授
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
と
呼
ぶ

所
以
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
冒
頭
か
ら
読
み
進
ん
で
い
く
事
も

も
ち
ろ
ん
可
能
で
あ
る
が
、
配
列
順
序
に
こ
だ

わ
ら
ず
各
主
題
へ
の
興
味
と
関
心
に
応
じ
て
第

Ⅰ
部
、
第
Ⅱ
部
、
第
Ⅲ
部
の
ど
れ
を
先
に
読
む

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
馬
建
忠
の
論
説
自
体
に

関
心
が
あ
る
な
ら
、
ま
ず
論
説
の
翻
訳
を
集
め

た
第
三（「
パ
リ
に
て
友
人
に
こ
た
え
る
書
翰
」「
マ

ル
セ
イ
ユ
に
て
友
人
に
こ
た
え
る
書
翰
」）、
第
六

（「
東
行
三
録
」）、
第
九
章
（「
富
民
説
」）
に
目
を

通
し
、
そ
れ
か
ら
著
者
自
身
の
論
考
を
そ
の
解

説
と
し
て
読
め
ば
よ
い
。
清
末
と
い
う
時
代
に

関
心
が
あ
る
者
な
ら
ば
、
ま
ず
著
者
自
身
の
論
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に
、
当
時
の
清
朝
政
府
高
級
官
僚
層
が
馬
建
忠

を
高
く
評
価
し
、
信
頼
し
て
い
た
こ
と
の
証
左

で
あ
る
と
す
る
。
う
な
ず
け
る
解
釈
で
あ
る
。

　

本
書
を
通
読
し
て
気
付
い
た
こ
と
が
三
つ
あ

る
。
ま
ず
、
西
欧
近
代
文
明
に
対
す
る
中
国
知

識
人
の
態
度
が
、
日
本
人
と
は
異
な
っ
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
有
り
体
に
言
え
ば
、馬
建
忠
は
、

近
代
西
欧
社
会
が
生
み
出
し
た
制
度
文
物
に
対

し
て
何
ら
敬
意
を
抱
い
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ

ろ
か
敵
意
す
ら
抱
い
て
い
た
ふ
し
が
あ
る
。
中

国
の
知
識
人
に
と
っ
て
西
洋
社
会
と
は
、
当
面

の
生
存
に
必
要
な
限
り
で
実
用
的
な
知
識
技
術

の
取
得
源
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
を
生
み
出
す
文
明

の
構
造
は
、
ま
じ
め
に
学
習
す
る
に
値
し
な
い

の
で
あ
る
。

　

ア
ヘ
ン
戦
争
や
ア
ロ
ー
戦
争
を
し
か
け
ら
れ

た
上
に
、
ア
ヘ
ン
貿
易
の
合
法
化
や
治
外
法
権

制
度
を
認
め
さ
せ
ら
れ
た
の
だ
か
ら
イ
ギ
リ
ス

に
代
表
さ
れ
る
資
本
主
義
文
明
に
敵
意
を
抱
く

の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
中

国
同
様
、治
外
法
権
制
度
を
強
制
さ
れ
た
結
果
、

「
条
約
改
正
」
が
国
民
的
悲
願
だ
っ
た
明
治
日

本
に
あ
っ
て
は
、
政
治
的
立
場
こ
そ
異
に
し
な

が
ら
も
、
資
本
主
義
経
済
、
国
民
国
家
を
成
立

さ
せ
た
西
洋
市
場
社
会
に
限
り
な
い
憧
れ
と
尊

敬
を
抱
い
て
い
た
知
識
人
が
存
在
し
て
い
た
こ

と
（
坂
本
多
加
雄
『
市
場
・
道
徳
・
秩
序
』［
ち
く
ま

学
芸
文
庫
］
参
照
）
を
思
え
ば
、
馬
建
忠
に
代

表
さ
れ
る
中
国
知
識
人
の
西
洋
観
に
は
、
単
な

る
個
人
的
反
感
だ
け
で
は
説
明
し
き
れ
な
い
大

き
な
問
題
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
彼
等
が
依
拠
し
て
い
た
明
代
以

来
の
中
華
国
際
秩
序
を
成
り
立
た
せ
て
い
た
儒

教
的
世
界
観
、
社
会
秩
序
観
に
由
来
す
る
国
民

国
家
文
明
に
対
す
る
本
能
的
な
警
戒
心
と
敵
意

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
警
戒
心
と
敵
意
は
、
外

か
ら
中
国
を
客
観
的
に
見
る
こ
と
の
で
き
た
者

の
目
に
は
、
有
害
無
益
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で

あ
る
。
馬
建
忠
自
身
、
同
時
代
中
国
人
の
西
洋

文
明
に
対
す
る
皮
相
な
学
習
態
度
を
厳
し
く
批

判
し
て
い
る
。
本
書
第
三
章
収
録
の
「
マ
ル
セ

イ
ユ
に
て
友
人
に
こ
た
え
る
書
翰
」
翻
訳
の
五

二
頁
に
描
か
れ
た
、
外
国
文
明
理
解
を
真
剣
に

行
お
う
と
し
な
い
中
国
人
留
学
生
に
対
す
る
批

判
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
批
判
は
、
そ

東
京
店
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
東
方
書
店
で
は
7
月
1
日
～
8
月
31
日
ま
で
、

全
社
で
「
サ
マ
ー
セ
ー
ル
」
を
行
い
ま
す
。

＊
「
サ
マ
ー
セ
ー
ル
目
録
」
郵
送
ご
希
望
の
方
は

東
方
書
店
業
務
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
付
け
下

さ
い
。（
☎
0
3-

3
9
3
7-

0
3
0
0
／
Ｆ
Ａ
Ｘ

0
3-

3
9
3
7-

0
9
5
5
）

＊
対
象
書
籍
は
、
倉
庫
の
み
の
在
庫
も
多
数
あ
り

ま
す
の
で
、
店
頭
に
て
お
買
い
求
め
の
場
合
は
あ

ら
か
じ
め
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
セ
ー
ル
期
間
中
、
東
京
店
と
関
西
支
社
店
舗
で

は
、
対
象
外
の
輸
入
書
に
つ
き
ま
し
て
も
、
現
金

で
1
万
円
以
上
お
買
い
上
げ
の
場
合
は
2
割
引
、

2
万
円
以
上
の
場
合
は
3
割
引
の
サ
ー
ビ
ス
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
東
京
店
は
日
曜
日
も
営
業
し
て
い
ま
す
。

＊
営
業
時
間
は
月
～
土
は
10
～
19
時
、
日
曜
日
は

12
～
18
時
。
7
月
21
日
（
海
の
日
）
は
日
曜
の
時

間
で
営
業
い
た
し
ま
す
。
7
・
8
月
は
お
盆
を
含

め
無
休
で
営
業
し
て
い
ま
す
。

●
東
京
店
よ
り
メ
ル
マ
ガ
発
信
中
！

＊
そ
の
日
に
入
荷
し
た
新
刊
の
情
報
を
そ
の
日
に

発
信
い
た
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
件
名
「
店

メ
ル
マ
ガ
」
と
明
記
の
う
え
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

shop@
toho-shoten.co.jp

へ
メ
ー
ル
を
お
送
り

下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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の
ま
ま
日
本
の
大
学
に
学
ぶ
現
在
の
中
国
人
留

学
生
の
大
半
に
も
当
て
は
ま
る
。

　

第
二
の
問
題
は
、
馬
建
忠
に
限
ら
ず
中
国
の

政
府
官
僚
に
と
っ
て
最
も
恐
る
べ
き
敵
は
、
イ

ギ
リ
ス
を
筆
頭
と
す
る
西
洋
諸
国
で
は
な
く
、

実
に
明
治
日
本
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ

る
。
本
書
第
七
章
の
一
六
六
か
ら
七
二
頁
に
描

か
れ
た
、
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
日
本
に
対
す
る

彼
の
見
方
は
、
そ
の
ま
ま
日
中
関
係
こ
そ
は
、

中
華
帝
国
を
中
心
と
す
る
朱
子
学
的
国
際
秩
序

認
識
と
、
条
約
関
係
に
基
づ
く
複
数
の
対
等
な

国
家
の
連
合
体
を
前
提
と
し
た
国
民
国
家
秩
序

が
対
立
す
る
最
前
線
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
反

映
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
と
日
本
が
追
求

す
る
国
際
秩
序
が
相
い
れ
な
い
以
上
、
両
国
が

対
立
関
係
に
陥
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
で

あ
っ
た
。
両
国
間
の
「
文
明
の
対
立
」
は
、
中

国
自
体
が
国
民
国
家
秩
序
を
前
提
と
し
た
国
家

体
制
に
移
行
し
な
い
限
り
完
全
な
解
決
は
不
可

能
で
あ
る
が
、
当
の
中
国
の
為
政
者
知
識
人
が

断
固
と
し
て
こ
れ
を
拒
否
し
て
い
た
と
い
う
の

が
、清
朝
末
期
中
国
の
現
実
だ
っ
た
の
で
あ
り
、

こ
の
対
立
は
今
な
お
完
全
に
解
消
さ
れ
て
い
な

い
。

　

そ
れ
で
は
馬
建
忠
は
、
一
度
は
そ
の
中
で
学

び
、
そ
の
後
は
自
ら
対
峙
す
る
こ
と
に
な
っ
た

西
洋
・
日
本
の
国
民
国
家
文
明
の
本
質
を
正
確

に
理
解
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
書
第
Ⅲ
部

を
読
む
限
り
、
評
者
は
否
定
的
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
。

　

国
民
国
家
文
明
の
本
質
と
は
何
か
。
端
的
に

言
え
ば
、
そ
れ
は
、
個
人
の
人
権
、
所
得
財
産

権
を
計
量
的
に
把
握
し
、
そ
の
保
護
と
引
き
換

え
に
様
々
な
権
利
義
務
を
法
的
に
規
定
し
て
い

く
文
明
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
馬
建
忠
は

こ
れ
を
十
分
に
理
解
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
彼

の
経
済
論
の
集
大
成
で
あ
る
「
富
民
説｣

か
ら

読
み
取
れ
る
。
本
書
第
一
〇
章
二
四
〇
～
一
頁

の
「
富
民
説
」
の
中
の
会
社
組
織
の
意
義
に
関

す
る
部
分
に
は
、経
営
者
に
対
す
る
財
務
監
査
、

会
計
制
度
の
重
要
性
が
全
く
述
べ
ら
れ
て
い
な

い
。
国
民
国
家
文
明
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

個
人
・
法
人
企
業
の
資
産
管
理
と
、
こ
れ
に
基

づ
く
税
収
確
保
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
に
は

財
務
会
計
監
査
が
如
何
に
重
要
で
あ
る
か
は
、

資
本
主
義
社
会
に
生
き
る
人
間
に
は
周
知
の
事

実
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
馬
建
忠
に
は
こ
う
し

た
発
想
が
見
ら
れ
な
い
。
馬
建
忠
の
経
済
思
想

の
限
界
は
、
そ
の
ま
ま
「
改
革
開
放
」
体
制
下

の
中
国
共
産
党
官
僚
、
企
業
経
営
者
に
も
共
通

す
る
。

　

本
書
に
引
用
さ
れ
た
、
馬
建
忠
の
著
述
の
翻

訳
、
あ
る
い
は
彼
の
生
涯
の
事
績
を
詳
し
く
検

討
す
る
と
、「
対
外
開
放
」
体
制
下
の
共
産
党

官
僚
の
発
想
、
行
動
様
式
と
そ
っ
く
り
な
部

分
が
あ
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
と

り
も
な
お
さ
ず
、「
対
外
開
放
」
体
制
が
清
末

状
況
の
再
現
で
あ
る
こ
と
の
証
左
に
他
な
ら
な

い
。
中
国
近
代
史
は
、
決
し
て
現
代
中
国
理
解

に
と
っ
て
無
益
な
学
問
で
は
な
い
。
本
書
は
、

す
ぐ
れ
た
清
末
研
究
な
ら
ば
、
そ
の
正
反
対
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
く
れ
る
見
本
で
あ
り
、
こ

の
分
野
に
関
心
の
あ
る
学
部
学
生
に
と
っ
て
格

好
の
啓
蒙
書
と
し
て
薦
め
て
お
く
。

（
も
と
の
・
え
い
い
ち　

早
稲
田
大
学
）
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